


はじめに 

人口減少や Society5.0 時代の到来、グローバル化の進展、新型コロナ

ウイルス感染症の世界的拡大による新たな生活様式への対応など、教育を

取り巻く環境が急激かつ急速に変化する中で、教育には、子どもたち一人

ひとりが自分の良さや可能性を認識し、多様な人々と協働しながら様々な

社会の変化を乗り越え、主体的に未来を切り拓いていく力を育成すること

が求められています。

このため、県教育委員会では、「山口県教育振興基本計画」に基づき、

教育目標である「未来を拓く たくましい『やまぐちっ子』の育成」をめ

ざして、様々な教育課題に的確に対応した諸施策を総合的かつ計画的に推

進しています。 

特に、本年度は、全ての公立小・中・高・特別支援学校等に導入したコ

ミュニティ・スクールを核として、本県の誇る「地域教育力日本一」の取

組を充実させるとともに、コロナ禍による社会変化に、いち早く対応して

整備したＩＣＴ環境を最大限に活用し、これまで蓄積してきた学校現場に

おける教育実践と最適に組み合わせて、子どもたちの可能性を広げる教育

の充実に取り組んでまいります。

こうした全国に先駆けた取組をより確かなものとするためには、県教育

委員会、市町教育委員会の緊密な連携はもとより、本県教育に関わる全て

の人が、本県教育の現状やめざす方向性、取組内容等を共有しながら、教

育目標の実現に向けて一体となって取り組む必要があることから、単年度

計画としての「令和４年度山口県教育推進の手引き」を作成しました。 

各学校におかれましては、本年度が山口県教育振興基本計画の最終年度

であるということを念頭に、各目標値の達成に向けて本手引きを有効に活

用し、学校教育目標の設定や、教育活動の点検・評価等を通じた継続的な

学校運営の改善を図るとともに、創意工夫しながら積極的な教育活動を展

開され、児童生徒をはじめ、保護者や地域の期待に応える学校づくりに努

めていただきますようお願いします。 

令和４年４月 

山口県教育委員会教育長  繁 吉 健 志 
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